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Ⅰ
　
目
標
及
び
内
容
の
取
扱
い

観点 特色 具体的な事例
１．基礎的・基本的な
知識及び技能を身
につけることがで
きるように配慮し
ているか。

①学びと学びをつなぐことを編集方

針の軸とし，問題解決の中で既習

事項を繰り返し振り返れるように

工夫しています。

●高学年では，学年1冊の合本にするとともに，前学年までの学習内容をまとめた【学びのマップ】を

掲載し，単元からリンクして，わからない箇所があれば子どもが自ら既習事項に戻って確認できるよ

うにしています。

　➡ 5年p.264 ～ 271，6年p.226 ～ 235

●「コンパスの使い方」「垂直，平行な直線のかき方」など，算数用具を用いた作図のしかたや，【数直

線のかき方】（本資料Ⅰ-2-④）などを巻末【学びの手引き】にまとめ，指導学年以外でも繰り返し振

り返れるようにしています。

　➡ 2上p.127， 5年p.262 ～ 263等

②「毎時の学習」「単元のまとめ」「家

庭学習」の各段階で，習熟を図る

ための練習問題を豊富に設け，基

礎基本となる学習内容が確実に定

着されるように工夫しています。

●「毎時の学習」では，学級全体での練り上げ・解決・まとめのあとに，【たしかめ】の問題を位置づ

けています。学級で練り上げた解決方法を自分の力で再現できるかを，子ども一人一人が確認したう

えで，反復練習に取り組めるようにしています。　➡ 2年以降 随所

●単元末の【まとめ】では，まず基礎基本となる「知識」を簡潔に整理し，以降の学習で振り返りやす

くしています。また，【ちからをのばそう】で，「技能」面での習熟を図れるようにしています。「考

え方」を振り返る4コマ漫画（本資料Ⅰ-5-②）と合わせて，評価の観点に即した単元のまとめができ

るように工夫しています。　➡ 2年以降 各単元末

●「家庭学習」や習熟度に応じた学習に使えるように，【ステッ

プアップ算数】を設けています。毎時の学習とリンクして

いる【きほんの問題】と，学習が進んだ子どもが取り組む【レ

ベルアップ問題】で構成し，子ども一人一人の学力を伸ば

すように工夫しています。練習問題に繰り返し取り組む中

で基礎基本の定着を図るとともに，学習習慣を確立してい

くことにも配慮しています。

　➡ 2上p.117 ～ 125，6年p.203 ～ 223等

③全国学力・学習状況調査の結果も

ふまえ，つまずきやすいポイント

を意識しながら学習できるように

工夫しています。

●つまずきやすい学習内容は丁寧な展開で理解を図るとともに，誤答と正答を比較して考えたり，誤答を

修正したりする活動なども取り入れ，理解が確実なものになるように工夫しています。また，コラム【よ

くあるまちがい】【算数ミニクイズ】などでも，誤答例を具体的に示したり，クイズ形式で示したりし

て意識化を図っています。

　➡ 3下p.70，4上p.113，5年p.195等
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❖教育基本法の理念の実現及び算数科の目標達成にあたって，必要な内容が適切に取り扱われているか。
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長さ 1km （100m）（10m） 1m 1cm 1mm 1km=1000m

かさ （100l）（10l） 1l 1dl 1ml 1l=1000ml

重さ 1kg （100g）（10g） 1g 1kg=1000g
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▲ 5年 p.268　学びのマップ

▲ 6年p.225　垂直，平行な直線のかき方
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ア ア

2  左の三角定規の直角を，
 下の三角定規に合わせる。

3  左の三角定規をずらして，
 点アに合わせる。

4  三角定規がずれないように
 おさえながら，直線をかく。

1  三角定規の直角を上にして，
 直線㋑に合わせる。

2  左側にもう1つの三角定規を
 合わせる。

3  右の三角定規をずらして，
 点アに合わせる。

4  三角定規がずれないように
 おさえながら，直線をかく。

指先がはみ出ない
ようにする

指先がはみ出ない
ようにする

ここが
直角

右の三角定規は
おさえたまま

しっかり
おさえる

軽くすべらせる
ように動かす

下の三角定規は
おさえたまま

ここが
直角

軽くすべらせる
ように動かす しっかり

おさえる

左の三角定規を
しっかり
おさえる

右の三角定規を
しっかりおさえる

1 直線㋑に三角定規を合わせる。

垂直，平行な直線のかき方

垂
すい

直
ちょく

な直線のかき方 平行な直線のかき方
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え125ページ左

きほんのもんだい

　113円の サインペンと 78円の けしゴムを，
1つずつ 買

か

います。
　あわせて 何

なん

円に なるでしょうか。
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で しましょう。

1 85+53 2 63+56 3 41+96 4 20+97
5 78+55 6 64+97 7 83+88 8 71+89

1 79ページ

　筆算で しましょう。

1 176-93 2 165-84 3 118-40 4 126-76
5 123-68 6 131-57 7 131-34 8 180-85

3 83ページ

アタリ

レベルアップもんだい
5 　きえた 数字は 何でしょうか。

　478円 もっています。
　49円の クッキーを 買うと，のこりは 
何円に なるでしょうか。

4
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けい
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▲ 2上 p.122　ステップアップ算数

70

8
　1.4+2.6の計算のしかたを考えましょう。

9
　35+4.8の計算のしかたを考えましょう。

4.0は「4」と
同じ大きさだね。

  1 . 4
 + 2 . 6
  4 . 0

　5.2+2.8の計算をしましょう。14
たしかめ 答えの 1

10の位が0になる小数のたし算

15 1 2.7+3.3 3 6.5+3.52 0.5+0.5 4 49.9+0.1

　下の3人の計算のしかたで，正しいものはどれでしょうか。1

ゆみ
3 5

＋4. 8
8. 3

3 5

＋ 4. 8

3 9. 8

けんじ
3 5

＋4. 8
8 3

たくや

35は35.0と
考えられるから…。

　3.6+24の計算をしましょう。16
たしかめ 整数と小数のたし算

17 1 12+1.4 3 3.9+272 8+3.2 4 217+4.3

よくあるまちがい

　答えに0があるとき，小数点をわすれて
位
くらい

をまちがえないように気をつけましょう。

  0 . 2
 ＋ 0 . 7
  0 . 9

  0 2
 ＋  ＋ 
0 .  . 9

  0 . 2
 ＋ 0 . 7
    9

 . 20
 ＋ 0 .  . 7
    9

  8 . 3
 ＋ 1 . 7
 1 0  0

 . 38
 ＋ 1 .  . 7
1 0  0

  8 . 3
 ＋ 1 . 7
 1 0 . 0

  8 3
 ＋  ＋ 
1 0 .  . 0

　6.5+2.9の計算をしましょう。12
たしかめ くり上がりのある小数のたし算

13 2 7.6+8.7 3 9.8+0.3

8 0.2+0.9
4 0.6+7.8

5 2.8+15.4 6 27.8+5.3
1 3.9+1.5

7 0.6+0.8

ステップアップ算数112ページ 5
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▲ 3下 p.70　小数

13

2 体積

1 2

　下のようなようかんの大きさの
比
くら

べ方を考えましょう。

同じ形を取りのぞいて比べると…。

面積を比べた
ときは…。

ものの大きさや水のかさなどの
ことを 体

たい

積
せき

 というよ。 直方体や立方体の体積も，数で表せるかな。

2cm

3cm

4cm

3cm

3cm

3cm

　どんな大きさをもとにして考えるとよいでしょうか。1

1
　直方体1と立方体2の体積は，どちらがどれだけ
大きいでしょうか。
1 2

ゆみ

けんじ

p.268 12面積 p.271 18直方体と立方体
学びのマップ
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▲ 5年 p.13　体積

21

4
　下の図は，直線アイを対称の軸とした線対称な図形の
半分です。残りの半分をかきましょう。

ア イ

　下の図は，直線アイを対称の軸とした線対称な図形の半分です。
残りの半分をかきましょう。

4
たしかめ 線対称な図形のかき方

ステップアップ算数p.205 2

ア

イ

垂直，平行な直線のかき方p.225

どんな線対称な図形の性質を
使ってかいたかな。
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▲ 6年 p.21　対称な図形

195
下底下底下底

9
　 8 の考え方をもとにして，台形の面積の公式を考え
ましょう。

　台形では，平行な2つの辺を，
それぞれ上

じょう

底
てい

，下
か

底
てい

といい，上底と
下底の間に垂

すい

直
ちょく

にかいた直線の
長さを高さといいます。

下底

上底

高さ 高さ

A D

B C

　194ページのけんじさんの
考え方をもとにして，

台形の面積の公式を考え

ましょう。

1

台形の面積の公式

台形の面積=（上底+下底）*高さ/2

　次のような台形の面積を求めましょう。12
たしかめ 台形の面積の求め方

1

8cm

4cm

6cm 7cm

2
8m

7.2m

6.5m

5m

よくあるまちがい

　上底と下底は，台形の平行な2つの辺のことを
いいます。台形の上にある辺や，台形の下にある

辺という意味ではありません。

上底

下底
（上底）上底

（下底）

上底上底上底

面積が2倍の平行四辺形の
底辺の長さは…。

下底上底

けんじ

ほかの求め方でも，
同じ公式になるかな。

ゆみ たくや

H27小算_5_16_P182-201_四角形や三角形の面積_検訂.indd   195 14/03/05   16:46

▲ 5年 p.195　四角形や三角形の面積

113

　2人はどんな考え方をしているでしょうか。1

　ほかにもいろいろな求め方を考えて説明しましょう。2

6cm

8cm

2cm

2cm

2cm
2cm

2cm

　次のような図形の色がついた部分の面積を求めましょう。13

5m

3m

50cm 50cm

50cm
12m

9m

2m 4m

4m

2m

算数ミニクイズ

　およそ150cm2の面積のものはどれでしょうか。

1 切手　　　　2 はがき　　　　3 教科書の表紙 答えは114ページ⇒

4×6－2×3

けんじゆみ

1 2

ゆみさんの考え方を
式で表すと…。

けんじさんの考え方を
図で表すと…。

　右のような図形の色がついた

部分の面積を求めましょう。

12
たしかめ 長方形や正方形を組み合わせた面積

H27小算_4上_08_P101-115_面積_検2訂.indd   113 14/03/06   14:19

▲ 4上 p.113　面積
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平成27教　内容解説資料

Ⅰ
　
目
標
及
び
内
容
の
取
扱
い

観点 特色 具体的な事例
２．�見通しをもち筋道を
立てて考え，表現す
る能力を育てるよう
に配慮しているか。

①数学的な考え方について，具体的

な学習場面をとおして，子どもの

「言葉」を使って整理するページを

設け，以降の学習で意識的・積極

的に活用していけるように工夫し

ています。

●学年の始めに，【算数で使いたい考え方】のコーナーを設け，

前学年で使った考え方を振り返り，授業で使いたい言葉を学

級で共有して学び合いに生かしていけるように工夫していま

す。学年段階にも配慮し，中学年では「筋道」「類推」「帰納」

「演繹」，高学年では「単純化」「一般化」「統合」「発展」の考

え方を取り上げています。

　➡ 3上p.6，4上p.6，5年p.6，6年p.6

②子どもの言葉で授業をつくること

を大切にしています。日々の授業

において，子どもの「問い」を明

確にし，見通しをもって主体的な

学習活動が行えるように工夫して

います。また，知識・理解のまと

めとともに，問題解決で用いた「考

え方」のよさをおさえ，以降の学

習にも活用していけるようにして

います。

●学習のねらいにせまる子どもの「問い」を【はてな？】のふきだしで明確にし，学級全体で問題意識

を共有して解決にあたれるように工夫しています。

●学んだことのよさや考え方のまとめを【なるほど！】のふきだしで示し，知識・理解だけでなく，考

え方も伸ばしていけるように工夫しています。

　➡ 2上p.45～ 47，3下p.9 ～ 10，5年p.133～ 135等

③発表・話し合いの場面を豊富に取

り入れ，実感的な理解が得られる

ようにしています。練り上げを焦

点化するための補助発問も示し，

算数科のねらいに即した言語活動

が行えるように工夫しています。

●言葉，数，式，図，数直線などを用いて発表したり話し合っ

たりする活動を随所に設けています。黒板の前で発表する姿

や，ノートを使って説明する場面を取り入れるなどして，言

語活動の様子が具体的にとらえられるように工夫しています。

　➡ 3下p.4，4上p.113，5年p.33～ 34等

●練り上げを焦点化していくときには，まず友だちの考えを読

み取る段階，次に学習のねらいにせまっていく段階を分けて

示しています。

4

23 × 1	＝ 23
    23ふえる
23 × 2	＝ 46
    23ふえる
23 × 3	＝ 

かけ算のきまりを
使
つか

って考えました。

23　×　3
	20 × 3 ＝ 60

3 × 3 ＝ 9

 60

＋ 920 3

23を20と3に
分けて考えました。

10 が何こと
1 が何こになるかを
考えました。

10 10 10

101010

1

1

1

1

11

1

1

1

10が(2×3)こで 60
1が(3×3)こで   9

あわせて 

23*3=

　3人はどんな考え方をしているでしょうか。2

答え

前に学
がく

習
しゅう

したどんなことを
使っているかな。

みき

けんじ

たくや

たくや

ゆみ

2けた*1けたの計算も，
これまでに習

なら

った計算を
使ってできるね。

なるほど
かけ算にも筆

ひっ

算
さん

は
あるのかな。

H27小算_3下_10_P002-015_かけ算の筆算_1_訂.indd   4 14/03/06   13:42

のふきだしでは，「既習事項とのつながり」

や複数の考え方の「共通点」などに着目させ，言語活動をと

おして理解が深められるように工夫しています。

　➡ 3下p.4，4下p.46，5年p.188，6年p.64等

④テープ図（線分図）や数直線，式

などを使って考えたり説明したり

する能力が，段階的に育てられる

ように工夫しています。

●【たし算とひき算の図】【かけ算とわり算の図】の準単元を設

け，テープ図と数直線の見方・かき方，演算決定のときの活

用のしかたを指導する時間を設けています。

　➡ 2上p.72～ 75，3上p.120～ 123

　また，以降の学年にも【学びの手引き】として同様のページ

を掲載し，演算決定の場面で繰り返し参照できるようにし，

思考・表現の道具として定着するように工夫しています。

　➡ 2下p.104，3下p.117，5年p.261等

●低学年においても，1年生から計算のしかたを○の図などを

使って表現する活動を取り入れ素地を養い，図を用いる能力

を段階的に育成するように工夫しています。

　➡ 1年p.41，p.98等

●式のよみ方，表し方について，繰り返し扱うことで理解を深め，式を活用する能力を伸ばすように工

夫しています。また，前述のテープ図や数直線の見方・かき方とともに，式と図を結びつけて考えら

れるようにしています。

　➡ 1年p.129，p.158，2下p.7，3上p.58，4上p.38等

⑤自分でノートに書く活動，友だちが

書いたノートを読み取る活動を重

視し，数学的な思考力・表現力が

高められるように工夫しています。

●思考力・表現力を育てるうえで，ノートに書く活動を重視しています。自力解決に用いるだけでなく，

友だちのノートを互いに見て，良いところ見つける活動も取り入れ，学級全体の学力が向上されるよ

うに工夫しています。

　➡2上p.24～ 25，3上p.16～ 17，4上p.34～ 35，5年p.24～ 25，6年p.40～ 41

「小学算数」観点別特色

▲ 3上 p.6　算数で使いたい考え方
6

じゅんじょよく考える

きまりを見つける

にた場合とくらべて考える

わけをはっきりさせる

2年生の学びを
ふり返

かえ

ってみよう。
3年生でも使

つか

いたい
考え方だね。

分けて考えて…。 長さのときは，
1cmの何こ分で表

あらわ

したね。

水のかさも同じように，
単
たん

位
い

の何こ分で表せばいいね。
　　1lの3こ分で　3l

はじめに，
上の数をもとめて…。

次
つぎ

に，下の数をもとめて
上の数とたす。

▲ かけ算九九づくり

▲ 九九の表

▲ 水のりょう

▲ 三角形と四角形

3*1=3
3*2=6
3*3=9
3*4=12

4*1=4
4*2=8
4*3=12
4*4=16

+3
+3
+3

+4

+4
+4

3のだんの答えは3ずつ，
4のだんの答えは4ずつ
ふえるね。

4つのかどがみんな直角で…。

4つの辺
へん

の長さも
みんな同じ四角形。

だから，正方形だ。

ほかのだんでも
同じきまりがあるかな。

H27小算_3上_P006_算数で使いたい考え方_検.indd   6 14/03/06   13:11

9

3けた*1けたの計算

6
　みかさんは，1mのねだんが312円のリボンを 
 3 m買いました。
　代

だい

金
きん

は何円になるでしょうか。

代金
長さ

0 312 □

0 1 3 （m）

（円）

式
しき 何円ぐらいに

なるかな。

　計算のしかたを考えましょう。1

かけられる数が3けたになったけど，
どのように計算すればいいのかな。

はてな

筆算だと…。
3 1 2

* 3

けんじ

300*3=
10*3=

2*3=

312*3

10 2300

ゆみ

H27小算_3下_10_P002-015_かけ算の筆算_1_訂.indd   9 14/03/06   13:43

10

　312*3の筆
ひっ

算
さん

のしかたをせつ明しましょう。2

312*3の筆算のしかた

3 1 2
* 3

6
3

+ 9
9 3 6

… 2*3
… 1 *3
…3 *3

かけられる数が
3けたになっても，
位
くらい

ごとに九九を使
つか

って
答えがもとめられるね。

なるほど

　423*2の計算をしましょう。11
たしかめ 3けた*1けたの計算

12 1 121*4 2 123*3 3 323*3 4 244*2

14 1 263*3
5 173*5

2 181*5
6 137*7

3 345*2
7 178*4

4 328*3
8 269*3

7
　253*3の計算のしかたを
考えましょう。

2 5 3
* 3

　計算をしましょう。13
たしかめ 3けた*1けたでくり上がりがある場合

1 231*4　 2 258*3

｢三二が6｣ ｢三一が3｣ ｢三三が9｣

けんじ

ステップアップ算数108ページ 5

3 1 2
* 3

6

3 1 2
* 3

3 6

3 1 2
* 3

9 3 6

H27小算_3下_10_P002-015_かけ算の筆算_1_訂.indd   10 14/03/06   13:43

▲ 3下 p.9～ 10　かけ算の筆算 (1)

▲ 3下 p.4　かけ算の筆算 (1)

4

23 × 1	＝ 23
    23ふえる
23 × 2	＝ 46
    23ふえる
23 × 3	＝ 

かけ算のきまりを
使
つか

って考えました。

23　×　3
	20 × 3 ＝ 60

3 × 3 ＝ 9

 60

＋ 920 3

23を20と3に
分けて考えました。

10 が何こと
1 が何こになるかを
考えました。

10 10 10

101010

1

1

1

1

11

1

1

1

10が(2×3)こで 60
1が(3×3)こで   9

あわせて 

23*3=

　3人はどんな考え方をしているでしょうか。2

答え

前に学
がく

習
しゅう

したどんなことを
使っているかな。

みき

けんじ

たくや

たくや

ゆみ

2けた*1けたの計算も，
これまでに習

なら

った計算を
使ってできるね。

なるほど
かけ算にも筆

ひっ

算
さん

は
あるのかな。

H27小算_3下_10_P002-015_かけ算の筆算_1_訂.indd   4 14/03/06   13:42

▲ 3上 p.122　かけ算とわり算の図

122

数直線のかき方
〈かけ算の数直線〉

　1こ30円のチョコレートを3こ買います。
　代

だい

金
きん

は何円になるでしょうか。

その式になるわけを
数直線をかいてせつ明しよう。

代金
こ数

0

0 1 （こ）

（円）
・ 左はしに0のめもりを
とる。
・ 下の数直線に， 
1のめもりをとる。
・単
たん

位
い

を書く。

1 

代金
こ数

0

0 1

30 （円）

（こ）

・ 1このねだん30（円）の
めもりをとる。

2 

代金
こ数

0

0 1 3

30 □（円）

（こ）

・ 3（こ）のめもりと， 
その代金 （円）の 
めもりをとる。

3 

代金
こ数

0

0 1 3

30 （円）

（こ）

×3

×3

□
こ数が3倍

ばい

になると，
代金も3倍になります。
だから，30円の3倍で，
式
しき

は30*3に
なります。

ゆみ

　1本60円のえんぴつを4本買います。
　代金は何円になるでしょうか。

3

H27小算_3上_P120-123_かけ算とわり算の図_訂.indd   122 14/03/06   13:34
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3

平成27教　内容解説資料

Ⅰ
　
目
標
及
び
内
容
の
取
扱
い

観点 特色 具体的な事例
３．�算数的活動の楽しさ
や数理的な処理のよ
さに気づくことがで
きるように配慮して
いるか。

①習得・活用・探究の様々な段階に

おいて算数的活動を積極的に扱い，

教室内の活動だけでなく，教室外

の活動も取り入れながら，算数を

学び，広げ，深める楽しさが実感

できるように工夫しています。

●数量や図形について実感的な理解が得られるように，具体物を数えたり，身のまわりの量を実際に測

定したり，形を作ったり分類したりする作業的・体験的な活動を豊富に扱っています。

　➡ 1年p.130 ～ 131，2下p.44，3下p.44，4下p.11等

●発表・話し合い，ノート記述などの言語活動を重視し，言葉，数，式，図などの数学的表現を用いな

がら，自力解決と学び合いをとおして知識や技能，考え方を獲得できるように工夫しています。

　➡ 本資料Ⅰ-2-③

●例えば九九表をもとに乗法の範囲を広げたり，九九表に潜むきまりを見つけたりする探究的な活動を，

2学年から6学年まで継続的に扱うなど，学年に応じた深め方があることのおもしろさを実感できる

ように工夫しています。

　➡ 2下p.54 ～ 55，3上p.14 ～ 15，4下p.14，5年p.120 ～ 121，6年p.89等

４．�算数の学習を，進ん
で生活や学習に活用
しようとする態度を
育てるように配慮し
ているか。

①学習したことを実生活等に活用す

る問題を，単元ごとに設けていま

す。学習したらすぐに活用してみ

ることを繰り返す中で，算数のよ

さを実感し，算数を活用しようと

する態度がはぐくまれるように工

夫しています。

●単元ごとの活用問題として【学んだことを使おう】を設け，算数を活用しようとする態度を育成する

ように工夫しています。例えば，3下p.85では，乗法の学習の活用問題として，階段1段分の高さと

段数から校舎の高さを求める問題を扱い，算数を実生活に活用するよさが感じられるようにするとと

もに，読解力・表現力を育てるようにしています。

　➡ 2上p.99，3下p.85，4上p.76，5年p.214，6年p.126等

②複数の単元や領域にまたがる学習

内容を総合的に活用する問題を設

けています。これまでの学習内容

が相互に結びつき，算数を使って

実生活等の問題を解決できるよさ

を実感し，学び続ける意欲が高め

られるように工夫しています。

●総合的な活用問題として【算数を使って考え

よう】を設け，筋道を立てて考え表現する力

を育成するように工夫しています。例えば，5

下p.228 ～ 229では，全国学力・学習状況

調査のＢ問題もふまえ，複数の資料から情報

を選択し，根拠を明確にしながら思考を進め，

それを数学的に表現する活動を扱い，算数を

活用する力を育てるようにしています。

　➡ 2下p.86 ～ 87，3下p.99 ～ 102，

　　 4下p.118 ～ 122，5年p.228 ～ 231，

　　 6年p.176 ～ 180

③算数の学習を進めるうえで，既習

事項とのつながりを繰り返し意識

づけ，新たな問題の解決に既習事

項を用いるよさを実感できるよう

に工夫しています。

●既習の知識・技能を振り返りながら学習が進められるように，単元の随所から巻末【学びの手引き】【学

びのマップ】にリンクし，学びのつながりが意識づけられるように工夫しています。

　➡ 本資料Ⅰ-1-①

●前学年で使った考え方を振り返るコーナー【算数で使いたい考え方】を巻頭に設け，新学年において

も，前学年で使った考え方を使おうとする態度を育てるように工夫しています。

　➡ 本資料Ⅰ-2-①

５．�算数を学ぶ意欲を高
めたり，学ぶことの
意義や有用性を実感
したりできるように
配慮しているか。

①新学年の第1単元の前に，授業開き

のための教材を用意し，算数の学

習の進め方を学級で共有できるよ

うにするとともに，算数の楽しさ

を味わい学習意欲が高められるよ

うに工夫しています。

●授業開き教材では，多くの子どもたちが主体的に取り組めるオープンエンドの問題を用意し，「問題

をつかむ」「自分で考える」「みんなで話し合う」「ふり返る」「広げて考える」という学習の進め方を

とらえられるように工夫しています。教材や展開のおもしろさとともに，イラストやレイアウトにも

配慮して，新学年の算数学習への意欲を高めるようにしています。

　➡ 2上p.3 ～ 5，

　　 3上p.3 ～ 5，

　　 4上p.3 ～ 5，

　　 5年p.3 ～ 5，

　　 6年p.3 ～ 5

②各単元のまとめには，学んだこと

のよさや考え方を振り返る4コマ漫

画を設け，単元や領域を貫く考え

方をわかりやすく表現し，学習意

欲が高められるように工夫してい

ます。

●例えば計算単元では，「新しい計算は既習の計算をもとにして考える」という考え方が大切になります。

これを4コマ漫画で表現し，加法，減法，乗法，除法の単元で繰り返し意識づけていくことで，「数

と計算」領域を貫く考え方を楽しく理解できるように工夫しています。　➡ 2年以降 各単元末

③ほかにも，様々なコラムの中で，

学習を広げる楽しさが感じられる

ように工夫しています。

●知識を広げるコラム【身のまわりの算数】【言葉の広場】【算数メモ】【算数ミニクイズ】【よくあるま

ちがい】を設けています。学習を広げたり，実生活とのかかわりに触れたりして，知的好奇心を高め

るように工夫しています。　➡ 2上p.94，3上p.39，4下p.8，5年p.23，6年p.25等

「小学算数」観点別特色

▲ 5年 p.228～ 229
228

算数を使って
考えよう

1　下のグラフや表は，あるケーキ店の，8月から12月の
売り上げなどについての資

し

料
りょう

です。

ケーキ店の売り上げ

4　ケーキのねだん （1個）

シュークリーム 120円

いちごショート
ケーキ 300円

チョコレート
ケーキ 350円

デコレーション
ケーキ 2400円

100
90
80
70
60
50
40
30
20
10

0
8月

（万円）

9月 10月 11月 12月

月別の売り上げ金
きん

額
がく

12月のケーキの 
種類別の売れた個数の割

わり

合
あい

2000

1500

1000

500

0
8月

（個）

9月 10月 11月 12月

月別のケーキの売れた個
こ
数
すう

100（%）
0

60
50

90

40

10

30

20

70

80

シュー
クリームいちご

ショート
ケーキ

チョコレート
ケーキ

デコレーション
ケーキ

そ
の
他

3

1 2

H27小算_5_P228-231_算数を使って考えよう_訂.indd   228 14/03/05   16:50

229

　いちばん売り上げ金額が少なかった月は何月でしょうか。

　また，その金額は何円だったでしょうか。

1

　ゆみさんは，12月に売れたシュークリームの個数の求め方を，
下のように説明しています。

　同じようにして，12月に売れたデコレーションケーキの
個数の求め方を，言葉や式を使って説明しましょう。

2

　12月に売れたケーキのうち，シュークリームとデコレーション
ケーキでは，どちらの売り上げ金額のほうが多いでしょうか。

3

ゆみ

ゆみ

どの資料から
よみ取れるかな。

　ゆみさんは，12月の売り上げ金額について，たくさん売れた
シュークリームと，ねだんが高いデコレーションケーキでは，

どちらの売り上げ金額のほうが多いかを

考えています。

それぞれが売れた個数がわかれば，
売り上げ金額も求められるよ。

どんな算数の学習を使って考えたか
ふり返ってみよう。

　いの資料から，12月のケーキ全体の売れた個数は
2000個とわかります。うの資料を見ると，
そのうちシュークリームの売れた個数の割合は
55％だとわかります。
　2000×0.55＝1100
　だから，12月に売れたシュークリームの個数は
1100個です。

H27小算_5_P228-231_算数を使って考えよう_訂.indd   229 14/03/05   16:50

▲ 5年 p.228～ 229

4

　式
しき

を 考
かんが

えましょう。1

　どんな 考え方
かた

を したのか，話
はな

し合
あ

いましょう。2

もんだいを つかむ

けんじ
たくや みき

けんじ ゆみ

3つの 数
かず

の 
たし算

ざん

だ。

どうして はじめに
1を あてはめたの
ですか。

2つの コ  には，
同
おな

じ 数を 
あてはめるんだね。

ぜんぶで いくつの 
式が あるのかな。

とちゅうで 考えた ことも，
ノートに のこしておこう。コ

 ＋ 
コ

 ＋ 
ア

 ＝15

1

コ

 ＋ 1
コ

 ＋ 
ア

 ＝15

はじめに，コ
 に 1を 

あてはめました。
そうすると，ア

 は
13に なるので…。

自
じ
分
ぶん

で 考える

みんなで 話し合う

H27小算_2上_00_P003-005_訂.indd   4 14/03/06   18:32

5

　べつの もんだいも 考えて みましょう。3

広
ひろ
げて 考える

ふりかえる

みき

もっと 
やって みたいな。

わたしも もんだいを 
つくって みたよ。

じゅんじょよく 
考えてみよう。

ト ＋ マ ＋ ト ＝18

ゆみ ココアの もんだいは，じゅんじょよく 1から 
しらべていくと，ぜんぶの しきが 見つけられる。

たくや

もんだいと もんだいを つないで，
算
さん

数
すう

の 楽
たの

しさを 見つけて いこう！

H27小算_2上_00_P003-005_訂.indd   5 14/03/06   18:32

ココアは いくつ

1 　下の 文字に 1 から 9 までの 数
かず

を 

あてはめて，式
しき

を つくりましょう。

　同
おな

じ 文字には 同じ 数を，ちがう 文字には 

ちがう 数を あてはめます。

算数が すきに なる はじめの 一
いっ

歩
ぽ

この もんだいを 考えながら，学習の すすめ方を みて いこう。

3

H27小算_2上_00_P003-005_訂.indd   3 14/03/06   18:32

▲ 2上 p.3～ 5　ココアはいくつ

42

まとめ
ひき算4

46-32

同じように
考えて…。 位ごとに分ける

考え方は
たし算と
いっしょだね。

十の位 一の位
どう計算
するのかな。

2 　43-17の 計算を しましょう。
　また，答

こた

えの たしかめを しましょう。

1 位
くらい

を たてに そろえて 書
か

く。

2 一の位の 計算を する。
　　 1から 4は ひけないので，
　　 十の位から   くり下げる。

　　 - =
3 十の位の 計算を する。
　　 - =

　ひき算の 答えに ひく数
かず

を たすと，

ひかれる数に なります。

-

 43 - 17 = 

+ =

1

◎ 2けた-2けたの 計
けい

算
さん

◎

　61-34を 筆
ひっ

算
さん

で しましょう。

37ページ 3

◎たし算と ひき算の かんけい◎ 40ページ 5

月　　　　日

● 2けたの 数の ひき算では，どんな 考え方を したかな。

H27小算_2上_04_P032-043_ひき算_訂.indd   42 14/03/06   18:37

▲ 2上 p.42　ひき算

36

まとめ
たし算とひき算2

◎ 3けたの数のたし算◎

　327+214を筆
ひっ

算
さん

でしましょう。1

　503-129を筆算でしましょう。

◎じゅんにくり下がるひき算◎

2

1 一の位
くらい

の計算をすると，7+4=
 　　十の位に くり上げる。

2 十の位の計算をして， +2+1=
3 百の位の計算をして， +2=

1  十の位からくり下げられないので，
　 の位から十の位に1くり下げる。
　 さらに の位から一の位に

　 1くり下げる。
2 一の位の計算をして， -9=
3 十の位の計算をして， -2=
4 百の位の計算をして， -1=

3けたの
たし算だ。 2けたの

ときは…。

同じように
考えて…。

数が大きくなっても
計算のしくみは
同じなんだね。

3 2 7
+ 2 1 4

5 0 3
- 1 2 9

23ページ 1

29ページ 8

月　　　　日

● 計算する数が大きくなったときは，どんな考え方をしたかな。

H27小算_3上_02_P023-037_たし算とひき算_訂.indd   36 14/03/06   13:22

▲ 3上 p.36　たし算とひき算
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4

平成27教　内容解説資料

Ⅱ
　
指
導
計
画
と
内
容
の
取
扱
い
へ
の
配
慮

観点 特色 具体的な事例
１．継続的な指導や学年
間の円滑な接続，幼
小及び小中の連携に
配慮しているか。

①1学年の算数入門期では，就学前の

体験との関連を図るように配慮し

ています。

●例えば1年p.1-2では，「まちがいさがし」の活動で導入し，楽しみながら数や形にかかわる言葉を話

し始められるようにしています。また，1年p.18～ 19では，「学校たんけん」の活動を取り入れたり，

1年p.24～ 25では時計の学習を1学期の早い時期に扱うようにしたりして，学校生活を円滑に始め

られるように工夫しています。

②高学年では，中学校との接続に配

慮し，既習事項を活用して主体的

に学習を進めたり，発展的・統合

的な考え方を伸ばしたりして，中

学数学につながる学び方を身につ

けられるように工夫しています。

●高学年は学年1冊の合本にし，前学年までの学習内容をまとめた【学びのマップ】も掲載し，わから

ない箇所があれば自ら振り返って学習を進められるようにしています。　➡ 本資料Ⅰ-1-①

●高学年の各単元末には，発展的・統合的な見方を育てるコラム【広がる算数】を設けています。例え

ば，6年p.15では「文字を使った式」の学習を広げて，2桁の整数を文字を使って表すことに触れて

います。6年p.115では「角柱と円柱の体積」の学習を広げて，身のまわりの缶が円柱形であること

から，立体の表面積に着目させています。また，5年p.131では「わり算と分数」の学習後に，2学

年から学習してきた分数の意味について振り返るようにしています。

２．領域間の指導の関連
が適切に図られてい
るか。また，いくつ
かの領域の内容を関
連づけて活用するな
どの配慮をしている
か。

①必要に応じて，異なる領域の学習

内容を相互に結びつけ，理解が一

層深められるように工夫していま

す。

●目次では，学習の系統を示し，他領域とのつながりもわかるようにしています。特に高学年では，単

元の学習の中で必要な既習事項にリンクすることで，学習内容の関連性を意識して学習を進められる

ように工夫しています。　➡ 本資料Ⅰ-1-①

●異なる領域の学習を結びつけ，相互に活用して解決する問題を取り上げ，理解が一層深められるよう

に工夫しています。例えば4下p.14では，九九表を使って面積や分配法則についての理解を深めて

います。6年p.116～ 117では，分数の計算を使って割合や速さの問題を効率よく解決することを

扱っています。

３．考えを表現し伝え合
う学習活動を積極的
に取り入れるなど，
算数科の目標を実現
する手立てとして，
言語活動が充実され
るように配慮してい
るか。

①数学的な考え方と言葉を関連づけ，

言語活動の中で数学的な考え方を

意識して用いることができるよう

に工夫しています。

●学年の始めに【算数で使いたい考え方】のコーナーを設け，前学年の具体的な学習場面を振り返りな

がら，数学的な考え方につながる言葉を学級で共有できるようにしています。

　➡ 本資料Ⅰ-2-①

②発表・話し合い，ノート記述など

の表現活動を豊富に取り入れてい

ます。

●発表・話し合いの場面では，算数科のねらいに即した言語活動が行えるように工夫しています。また，

数直線などの図を用いて考え表現する力を育てたり，ノートに書く力を高めたりすることにも配慮し

ています。　➡ 本資料Ⅰ-2-③④⑤

４．数量や図形について
の豊かな感覚を育て
るための配慮をして
いるか。また，筆算
による計算技能の確
実な習得や，その際
に見積もりを適切に
用いることなどに配
慮しているか。

①数量や図形についての豊かな感覚

を育てるために，作業的・体験的

な活動の充実を図り，実感的な理

解が得られるように工夫していま

す。

●教室の内外における作業的・体験的な活動の充実を図っています。

　➡ 本資料Ⅰ-3-①

②計算技能の確実な習得のために，

練習問題の充実を図るとともに，

見積もりを生かして計算の見通し

を立てたり，計算結果の確かめを

したりするよさを意識づけ，学習

に活用していくように動機づけて

います。

●「毎時の学習」「単元のまとめ」「家庭学習」の各段階で，習熟を図るための練習問題を豊富に扱っ

ています。　➡ 本資料Ⅰ-1-②

●3下p.8では，乗法の筆算の学習の中で「見

積もり」の用語を導入し，計算結果の確か

めに見積もりを活用するように促していま

す。また，5年p.43では，小数の乗法計算

の誤答例を示し，乗数と積の大きさの関係

や，被乗数と乗数の桁数，計算結果の末位

の数字に着目することで大きな誤りに気づ

ける場合があることを取り上げています。

５．道徳教育との関連に
ついて配慮している
か。

①自律的な学習態度や学習習慣が身

につけられるように配慮していま

す。

●自学自習に使える練習問題のページ【ステップアップ算数】のとびらページでは，【家庭学習のヒント】

を示し，自分で答え合わせをしたり授業を振り返ったりすることを促し，自律的な学習態度を形成

して学習習慣が確立されるように工夫しています。　➡ 2上p.117，6年p.203等

②自分の考えや友だちの考えのよさ

を認め合う場面を取り上げ，学び

合いの場のよさが感じられるよう

に工夫しています。

●友だちのノートを見合う活動を設け，「友だちのノートの書き方のいいところを見つけよう。」と促

すなど，お互いのよさを認め合う心を育てるように工夫しています。

　➡ 本資料Ⅰ-2-⑤

③家族や社会との関わりの大切さが

感じられる素材を積極的に取り入

れています。

●例えば4上p.98では，非常用持ち出し袋の中身について家族で話し合う場面を扱っています。3下

p.27では，お世話になった方に夏休みのお礼の手紙を書く場面を素材として扱っています。2上p.76

では，ボランティア活動を素材として扱っています。

６．伝統や文化について
の理解を深め，尊重
する態度を育成する
ための配慮をしてい
るか。

①算数の学習の普遍性が感じられる

ように，教材の選定を工夫してい

ます。

●2上p.117，6年p.203など，【ステップアップ算数】のとびらページでは，昭和10年代の算数教

科書（緑表紙教科書）を紹介しています。また，4下p.61では「つるかめ算」，5年p.227では『塵

劫記』の「油分け」の問題，6年p.32では「紋切り遊び」などを紹介しています。

②地域の歴史や文化の中に，算数を

活用した事例があることを紹介し

ています。

●3上p.64では日本橋（東京）にある里程標を紹介しています。また，6年p.144では円筒分水につ

いて取り上げ，比を活用して，川の水を３つの村に公平に分配した話を紹介しています。

「小学算数」観点別特色

❖指導計画の作成や学習指導上の配慮，及び内容の取扱いへの配慮は適切になされているか。

43

広がる算数
　下の1から3は，3.4*0.26の計算をまちがえた答えです。

1 7.084 2 0.8884 3 0.882

　このように，積の大きさや積の小数部分のけた数，いちばん下の位の

数字などに着目することで，答えの確
たし

かめをすることができます。

　計算をしましょう。

1 3.9*2.3 2 9.2*0.8 3 3.67*2.4
4 7.03*0.9 5 2.84*1.72 6 0.36*8.37
7 9.16*0.84 8 0.3*0.27 9 8.05*4.2

1

　1lで7.6m2の板をぬれるペンキがあります。

　このペンキ1.4lでは何m2の板をぬれるでしょうか。

　また，0.85lでは何m2の板をぬれるでしょうか。

2

　積がかけられる数より小さくなる式を，すべて選びましょう。

1 26*1.2　  2 38*0.9　  3 0.85*0.62　  4 0.07*2.01
3

p.39 5

ステップアップ算数p.239　レベルアップ問題

p.35 2  p.37 4

1  2 p.35 2  3  4 p.37 3  5  〜9 p.37 4

かける数が1より
小さいのに，1は…。

積の小数部分の
けた数は3けたに
なるのに，2は…。

いちばん下の位の
数字は4になるはず
なのに，3は…。

ゆみたくや けんじ

H27小算_5_03_P032-043_小数のかけ算_検2訂.indd   43 14/03/05   16:27

▲ 5年 p.43　小数のかけ算

H27小学算数観点別特色_P4-6.indd   4 14/03/25   21:38
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Ⅱ
　
指
導
計
画
と
内
容
の
取
扱
い
へ
の
配
慮

Ⅲ
　
内
容
の
程
度

観点 特色 具体的な事例
７．社会の変化に対応す
る能力及び態度を育
成するための配慮を
しているか。

①安全に行動する態度が養われるよ

うに，教材選定を工夫しています。

●防災教育との関連を図り，3上p.42〜43では「時刻と時間」

の学習を生かして消防訓練を行う場面を扱っています。ま

た，4上p.98では「がい数を使った計算」の学習を生かして，

非常用持ち出し袋の中身について家族で話し合う場面を

扱っています。

●3上p.66では交通安全について考える場面や，4上p.116

では学校で起こるけがについて考える場面を扱っています。

②環境保全に寄与する態度が育てられ

るように，教材選定を工夫しています。

●例えば5年p.168〜 169では，日本のエネルギー消費について考える活動をとおして，節電への意

識を高めています。また，2上p.99や5年p.117では節水について考える場面を扱っています。

③国際社会と主体的に関わっていく

態度が養われるように，教材選定

を工夫しています。

●例えば6年p.31では，ミラノ大聖堂の対称性と廬山寺の非対称性を対比し，西洋と東洋のそれぞれ

の美意識に触れる話題を紹介しています。また，6年p.199では，東京とロサンゼルスの時差につい

て考える活動を扱っています。

④将来の職業について関心が高めら

れるように，教材選定を工夫して

います。

●日本が世界に誇る最先端の科学技術を紹介し，算数の有用性を感じられるようにしています。宇宙開

発やナノテクノロジー，スーパーコンピュータなど，今の小学生たちが未来を担っていくであろう研

究・開発の話題に触れることで，自分の将来の職業を考えるきっかけとなるように工夫しています。

➡ 3上下裏表紙裏，4上下裏表紙裏，5年裏表紙裏，6年裏表紙裏

８．他教科及び学校の教
育活動全体との関連
について配慮してい
るか。

①他教科や総合的な学習の時間，外

国語活動，特別活動等との関連を

図るように，教材選定を工夫して

います。

●例えば3上p.38〜 40では「時刻と時間」を学習する素材として町探検の活動を取り上げたり，4上

p.48では「折れ線グラフ」の学習素材としてヘチマの草丈調べを取り上げたり，6年p.28では「対

称な図形」を探す活動に関連してアルファベットに着目させたりするなど，他教科等との関連を図る

ように工夫しています。

９．コンピュータ等の効
果的な活用を促すよ
うに配慮しているか。

①情報収集やシミュレーションなど

において，ICTを活用した学習活動

を取り上げています。

●例えば3上p.75では，パソコンを使って1目盛りの大きさを変えた棒グラフについて考察する活動を

扱っています。また，4上p.61では，インターネットなどを使って概数を見つける活動を扱ってい

ます。

観点 特色 具体的な事例
１．本文内容，練習問題
の程度は適切である
か。

①本文内容は基礎的・基本的な内容

の理解に重点を置き，発達段階に

即して無理なく学習が進められる

ように配慮しています。

●学習のまとまりごとに「課題→ステップ→練り上げ→まとめ→たしかめ・練習」という展開で構成し

ています。子どもの目線で学習のねらいや振り返りを表現する【はてな？】と【なるほど！】のふき

だしや，解決の手がかり示すふきだしを設けるなど，わかりやすく学びやすい構成を工夫しています。

➡ 本資料Ⅰ-2-②

②練習問題は，基礎的・基本的な問

題を重点的に扱うとともに，理解

の程度に応じて選択的に取り組め

るように工夫しています。

●練習問題は，毎時の学習の定着・習熟に必要な内容で構成しています。計算練習では基本的な型を色

分けし，最低限取り組む問題を明確にすることで，進度の遅い子どもも取り組みやすくしています。

また，巻末【ステップアップ算数】は，【きほんの問題】と【レベルアップ問題】に分けて構成し，

子どもの理解の程度に応じて習熟を図れるようにしています。　➡ 本資料Ⅰ-1-②

２．個に応じた学習への
取り組みがなされて
いるか。また，少人
数指導においても扱
いやすい構成になっ
ているか。

①習熟度に応じた学習指導がしやす

いように工夫しています。

●単元の導入では既習事項をスパイラルに重ね合わせ，新しい学習との差異に着目しやすくしています。

また，問題解決に必要な知識・技能等の振り返りページを設けることで，子どもの習熟度に応じた支

援ができるようにしています。　➡ 本資料Ⅰ-1-①

●毎時の練習問題から巻末【ステップアップ算数】の【きほんの問題】へのリンクを示すことで，習熟

度に応じて練習問題の量を調整できるように工夫しています。　➡ 本資料Ⅰ-1-②

●単元のまとめでは，基礎基本の問題に加え，【ジャンプ】問題も設けて，学習を早く終えた子どもが

取り組めるようにしています。更に，【ステップアップ算数】の【レベルアップ問題】へもリンクし，

上位層の子どもの学習活動の充実にも配慮しています。　➡ 本資料Ⅰ-1-②

●単元間に，復習ページ【学習をふり返ろう】をはさみ，適宜，理解を確認できるようにしています。

例えば3下p.76や5年p.31では，次時から始まる単元で必要となる計算技能の反復練習をする内容

を扱い，習熟度別にコース分けする際にも利用しやすいように工夫しています。

②「発展的な学習内容」や，応用・

活用問題を豊富に扱っています。

●理解を深めるために有効な場面では，学習指導要領の範囲外の内容も扱っています。例えば5年p.100

では，四角形の包摂関係を扱い，学習を深められるようにしています。

　➡ 1年p.141，2上p.62，3下p.25〜 26，4上p.18〜 19，5年p.84，6年p.109等

●ほかにも，基礎的・基本的な内容とは区別して，応用・活用問題を豊富に扱い，学びを広げたり深め

たりする楽しさを十分に味わえるように工夫しています。　➡ 本資料Ⅰ-4-①②

③特別支援教育に配慮するとともに，

だれにとっても学びやすい取り組

みを工夫しています。

●算数用具を用いた作図のしかたについて，詳しい手順やポイントを連続写真で掲載し，指導学年以外

でも繰り返し振り返れるようにしています。　➡ 本資料Ⅰ-1-①

●全学年において，読みやすい改行に配慮しています。特に，低学年の文章題では，条件文と求答事項

を短文で区切るなど，文章の長さや語彙に細心の配慮をしています。

●配色を工夫したり図版に色名を付記したりするなど，カラーユニバーサルデザインにも配慮していま

す。　➡ 1年p.27，3下p.44等

●余白を生かし，内容のまとまりや目線の移動の順序がとらえやすいレイアウトや，落ち着いて学べる

色調などに配慮し，だれにとっても学びやすい紙面づくりを工夫しています。

「小学算数」観点別特色

❖内容の程度は，子どもの発達段階に配慮した適切なものになっているか。

98

学んだことを使おう5
　かずやさんの家では，災

さい

害
がい

に

そなえて「非
ひ

常
じょう

用
よう

持ち出し袋
ぶくろ

」を

用意しようと考えています。

　家族4人で必
ひつ

要
よう

になる品物を

考えて，下のような表を作りました。

品物 ねだん 数
すう

量
りょう

非常食（1食分） 285円 4

飲
いん

料
りょう

水
すい

（500ml） 105円 4

救
きゅう

急
きゅう

用品 1280円 1
ビニール袋 196円 1

かいちゅう電
でん

灯
とう 1080円 1

電池（4こ入り） 328円 1

軍
ぐん

手
て 210円 1

タオル 398円 1
マスク（4まい入り） 420円 1

品物 ねだん 数量

笛 370円 1
筆記用具 525円 1
マッチ 220円 1
下着 490円 4
ろうそく 330円 1
ウェットティッシュ 230円 1
けいたいラジオ 1680円 1
チョコレート 95円 4
ライター 105円 1

　かずやさんたちは， のしるしをつけた品物を買います。

　代金の合計は，約
やく

何円になるでしょうか。

　四
し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

して，百の位
くらい

までのがい数で求
もと

めましょう。

1

　上の表の中から，自分が必要だと思うものを選
えら

び，

代金の合計をがい数で求めましょう。

2

アタリ

非常食を4食分買うと，
約何円になるかな。

けんじ ゆみ

10種
しゅ

類
るい

選ぶと
したら…。

約5000円になる
ようにするには…。

H27小算_4上_07_P092-100_がい数を使った計算_訂.indd   98 14/03/06   14:18

▲ 4上 p.98　がい数を使った計算
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Ⅴ
　
分
量
・
時
間

Ⅵ
　
表
記
・
表
現

Ⅶ 

イ
ラ
ス
ト
・
写
真

Ⅷ 

体
裁

Ⅸ 

印
刷
・
造
本

１．文章表現は平易で理
解しやすいように配
慮しているか。

①文章表現は平易で簡潔であるととも
に，子どもの発達段階を考慮して理
解しやすいように配慮しています。

●文章表現は，正確，簡潔，かつ子どもに誤解のないわかりやすい表現を用いています。
●全学年において，読みやすい改行に配慮しています。　➡ 本資料Ⅲ-2-③

②漢字・仮名遣いは，不自然な交ぜ書
きを避け，国語科との関連にも配慮
しながら，必要に応じて上学年の配
当漢字もふりがなを用いて使用して
います。

●不自然な交ぜ書きを避け，ふりがなを用いながら早い段階から漢字表記のまま子どもの目に触れさせ
るように配慮しています。特に算数用語については，「筆算（ひっ算）」や「展開図（てん開図）」な
どの漢字表記を上学年で学び直すのではなく，当該の学年の学習の中で触れさせていくように配慮し
ています。

③算数用語について，正確かつ簡潔
な表現を用いて定義するとともに，
学びをより豊かにする話題を紹介
して理解が深められるように工夫
しています。

●索引を設け，既出用語の意味を確認して正しく用いることができるように工夫しています。また，例
えば2上p.52で「直線」を学習する際，「曲線」についても触れることで意味をはっきりさせたり，
4下p.32で「垂直」を学習する際，「直角」との意味の違いを明確にしたりするなどの工夫をしてい
ます。5年p.134では「内角」の用語を，6年p.9では「未知数」の用語を取り上げるなどして，語
彙を広げられるように工夫しています。

１．イラスト・写真は，
学習を進めるうえで
効果的なものになっ
ているか。

①イラストや写真は，子どもの学習
活動を効果的に進める目的に照ら
して適切なものを厳選しています。

●落ち着いたタッチのイラストを用い，学習に集中できるように配慮するとともに，子どもの想像力に
はたらきかけ，内容の理解に資するものになるように工夫しています。

●作業的・体験的な活動の場面では写真を用い，活動への動機づけをしています。また，作図のしかた
などは，手順やポイントがわかりやすいように連続写真を用いて表現しています。

１．学習効果を高めるた
めの体裁上の工夫が
なされているか。

①子どもが主体的に学習を進められ

るように体裁を工夫しています。

●既習事項が増える高学年は学年1冊の合本にし，既習事項を活用した主体的な学習ができるように体

裁を工夫しています。　➡ 本資料Ⅰ-1-①

●ページめくりや折り込み，単元名を隠す手法などを使って，見通しや自力解決の段階では単元名や解

決方法が見えないように工夫しています。　➡ 3上p.44～ 49，5年p.32～ 34等

１．文字やイラスト，写
真などの印刷は鮮明
で，製本は堅ろうに
なっているか。

①子どもの学びやすさに配慮した印

刷や造本を工夫しています。

●あじろ綴じ製本を採用し，紙面をワイドに使えるようにするとともに，製本は堅ろうで長期の使用に

も耐えられるように配慮しています。印刷は鮮明で，落ち着いて学習できる色彩に配慮しています。

また，紙の強度を維持しつつ，できるだけ軽量な紙を使用しています。身体の発達にも配慮し，2～

4学年は1冊あたりのページ数が多くなりすぎないように分冊にしています。

●環境にやさしい再生紙と植物油インキを使用しています。

Ⅳ
　
組
織
・
配
列

観点 特色 具体的な事例
１．内容は系統的・発展
的に組織・配列され
ているか。

①系統をふまえ，最適な学習効果が
得られる単元配列を工夫するとと
もに，他教科等の学習時期にも配
慮しています。

●学習を進めるうえで，既習事項を活用したり，学習したことを統合的に理解したりできるように配列
を工夫しています。また，学習の系統が，目次からわかるように工夫しています。

●例えば計算単元の間に図形単元をはさむなど，学習負担を軽減するようにしています。また，習熟の
ために反復練習が必要な単元は，できるだけ早い時期に扱うようにしています。

●例えば棒グラフや折れ線グラフ，概数など，他教科等でも活用する学習は指導時期を早めるように工
夫しています。また，素材においても，他教科等との関連を図っています。

②個々の単元において，学習の系統
がわかりやすく，習得と活用のサ
イクルを意識して学習できるよう
に工夫しています。

●単元の導入では既習事項をスパイラルに扱って新しい学習に活用していき，発展的に考えながら学習
を進め，単元の終わりには実生活等に活用する，という流れで構成しています。また，単元内の各所
で既習事項との結びつきを示唆するふきだしを設けるとともに，高学年では，【学びのマップ】を設
けて既習事項を繰り返し活用できるようにしています。　➡ 本資料Ⅰ-1-①

③図解表現は，発達段階をふまえて
系統的に示し，「思考の道具」「表
現の道具」として活用できるよう
に工夫しています。

●例えば，数を分解して計算のしかたを考える際には，一貫してサクランボ図を用いるとともに，その
根拠として低学年ではブロック図を用い，学年が上がるに従って段階的に抽象化していくようにして
います。　➡ 1年p.99，2上p.18，3上p.24等

●テープ図（線分図）や数直線の指導の充実を図っています。　➡ 本資料Ⅰ-2-④

２．基礎的な能力が習
熟・維持されるよう
に配慮しているか。

①適切な繰り返し学習の機会を設け，
基礎的な能力が習熟・維持される
ように工夫しています。

●単元の間に復習ページ【学習をふり返ろう】をはさみ，また，学年末には【学年のまとめ】を設け，
基礎的・基本的な知識・技能が維持されるようにしています。

●家庭学習や習熟度に応じた学習に使えるページ【ステップアップ算数】を設け，個々の理解の程度に
応じて学力が習熟，維持，向上されるようにしています。　➡ 本資料Ⅰ-1-②

１．各学年の内容の分量
は適切に配分されて
いるか。

①基礎基本の内容と，選択的に扱う
内容の区分けを明確にし，指導時
間数の中で確実な習得を図れるよ
うに工夫しています。

●各学年17単元程度で構成しています。各学年とも予備時間を設定し，余裕をもって学習指導にあた
れるように配慮しています。指導時間数の中では，基礎的・基本的な内容を丁寧に扱い，学習内容の
確実な理解が図れるように配慮するとともに，補充的学習や応用・発展的学習に用いることができる
問題やコラムも扱っています。

２．練習問題は習熟に十
分な分量になってい
るか。

①単元の学習や家庭学習において，
知識・技能の定着のために十分な
分量の問題を用意しています。

●1学年では，単元と単元の間に細かく【たしかめもんだい】を設け，発達段階に適した反復練習が行
えるように配慮しています。2学年以降では，単元内で適切な分量の練習問題を扱うとともに，巻末
に【ステップアップ算数】を設け，家庭学習にも取り組みながら自律的な学習として練習問題に取り
組めるようにしています。　➡ 本資料Ⅰ-1-②

❖分量や時間は無理なく学習が進められるように配慮されているか。

❖組織・配列は，学習が有効に進められるように配慮されているか。

❖表記・表現は国語科等との関連を図りながら，理解しやすいように配慮されているか。

❖イラスト・写真などは子どもたちに親しみやすく，問題解決を促すように工夫されているか。

❖学習効果を高めるための体裁上の工夫がなされているか。

❖印刷は見やすくなっているか，また，製本は堅ろうになっているか。
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